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主催者代表挨拶

福山　哲郎　外務副大臣

[ 代読：大脇　広樹　外務省国際協力局審議官 ]

１．冒頭

　御列席の皆様、

　本日は、「第七回国際教育協力日本フォーラム」にお集まりいただき、厚く御礼申し上げます。このフォー

ラムを共催する外務省を代表して、一言ご挨拶申し上げます。

２．2015 年に向けて

　本年は、万人のための教育（EFA）及びミレニアム開発目標（MDGs）の達成期限まで残り 5 年となる重

要な節目の年です。２週間前に発表されました最新の EFA グローバル・モニタリング・レポートによりま

すと、この 10 年間で、サブサハラ・アフリカ等において、初等教育の就学率やジェンダーギャップには一

定の改善が見られます。しかし、現在の進展速度のままでは、MDGs の達成は困難です。例えば、2015 年

には世界で 5,600 万人の子どもが学校に通っておらず、今後新たに 1,030 万人の教員が必要になります。さ

らに、昨今の世界経済の停滞は、先進国の ODA 予算だけではなく、途上国の教育予算や貧困層・女性など、

社会的に不利な立場に置かれた人々が教育を受ける機会へも、影響を及ぼすのでないかと懸念されます。

　こうした状況を受けて、国際社会では教育支援強化の議論が活発化しており、特に本年は、教育分野にお

いて重要な会議が数多く開催されます。今月下旬にはエチオピアにおいて「第 9 回 EFA ハイレベル会合」

が開催され、「経済危機の教育への影響」や「マージナライゼーション」について、各国政府や国際機関、

NGO が議論する予定です。６月には G8 サミット、９月には MDGs の進捗を主要テーマとする国連首脳会

合が開催されます。

　こうした中、今回のフォーラムに、教育分野の国際協力の第一線でご活躍されている方々をお迎えし、

「2015 年までの教育課題、そしてポスト 2015 年の教育課題」について議論することは、大変貴重な機会で

あると思っております。我が国は、引き続き世界の教育状況の改善に貢献していく考えです。本日のフォー

ラムにおける皆様のご意見や議論の成果を踏まえて、我が国の国際協力が、各国の多様なニーズに対応した

効果的なものとなるよう、取り組んでまいります。

３．我が国の教育協力に関する取組

　教育はすべての人が享受すべき基本的人権です。また、貧困削減、母子保健の改善、民主主義の強化など、

開発の様々な領域で不可欠です。教育は異なる人や文化への理解を育み、国際的な相互理解を促進し、共生

を尊重し、平和の構築に貢献します。さらに今日、世界は紛争や気候変動、感染症といった個々の国々や地

域のみでは対応が困難な新たな課題に直面しています。これらの課題に対しては、人間一人ひとりの視点に

立って対処することを重視する、人間の安全保障の考え方が必要です。教育支援はコミュニティと個人の保

護と能力強化を柱とする人間の安全保障を実現していくためにも、重要な支援となっています。

　我が国は、途上国の優先課題や自立発展を重視し、基礎教育の質・量双方の充実とともに、高等教育や職

業訓練の拡充、留学生の受入れなど、基礎教育以降の教育にもバランス良く取り組む支援を行っております。

また、教育は保健、水・衛生、ジェンダー等の開発課題とも密接に関連しておりますので、こういった分野

との連携により、相乗効果の高い分野横断的な支援を実施しています。さらに、MDGs・EFA 達成に向け

た取組を経済危機下においても後退させてはならないという共通認識の下、国際機関、NGO、大学などの様々

なパートナーと共に、更なる協力の推進に取り組んでいきます。

４．最後に

　最後に、本日のフォーラムにおいて、自立的教育開発に向けた国際協力に関する活発な議論が行われ、関

係者の皆様が理解を深められ、今後の教育協力のあり方等について有意義な議論が行われますことを祈念し

て、私の挨拶に代えさせていただきます。

　ご清聴ありがとうございました。




